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小 原 孝 徳 
 
 
Attempting to improve classes from the perspective of active learning in teaching 
“Special Activities” and “Integrated Study Time”:  




























































































   1）学習指導要領における特別活動の目標及び
主な内容を理解している。 
   2）教育課程における特別活動の位置付けと各
教科等との関連を理解している。 
   3）学級活動・ホームルーム活動の特質を理解
している。 




   1）教育課程全体で取り組む特別活動の指導の
在り方を理解している。 
   2）特別活動における取組の評価・改善活動の
重要性を理解している。 
   3）合意形成に向けた話合い活動、意思決定に
つながる指導及び集団活動の意義や指導の在
り方を例示することができる。 

































   1）総合的な学習の時間の意義と教育課程にお
いて果たす役割について、教科を越えて必要
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となる資質・能力の育成の視点から理解して
いる。 








   1）各教科等との関連性を図りながら総合的な
学習の時間の年間指導計画を作成することの
重要性と、その具体的な事例を理解している。 







   1）探究的な学習の過程及びそれを実現するた
めの具体的な手立てを理解している。 

















        ＜表１＞「特別活動・総合的な学習の時間の指導（小学校）」シラバス   2020年度 ２年生後期 








































































































































































































































































































































































































































































































































































 ・環境  ９人： ゴミを資源に、ホタルを守る、エコフ
ェスタ… 
 ・福祉  ３人： 高齢者を支える人・施設、障害者支援
施設… 
 ・健康  １人： 新型コロナウィルス対策について考
えよう 
































































































































































































































































































































   （n＝49 五段階評価のうち ５→２点、４→１点、３→０点、２→－１点、１→－２点に換算） 
授業全体の取組 ５ ４ ３ ２ １ 計 平均 
レジュメの空欄記入 15 20 ６ ６ ２ 49 0.816 
事前学修課題の作成 33 11 ４ １ ０ 49 1.551 
課題の班内発表・検討 36 ９ ３ １ ０ 49 1.633 
課題の全体発表・検討 25 17 ４ ３ ０ 49 1.184 
Moodleへの感想記入 ９ 11 15 １ ３ 49 0.245 
＜自由記述＞ 
 ・班内の発表で、他の人のいろいろな考えを聞くため、自分の考えや視野を広げられた。 16 
 ・課題を自分で考えて実践することは大変だったけど、どの教科にも生かせる力となった。 ９ 
 ・課題に感想を書くのと、Moodleにも感想を書くので負担が大きい。どちらかにして。 ９ 
 ・授業構成、単元計画や年間計画の作成方法など実践につながることを学べた。 ７ 
 ・課題の意図がわからず、どう書いていいのか苦戦することがあった。説明を十分にして ５ 
 ・課題が一度に出す量が多くて大変だった。           ４ 
 ・要領解説の空欄を埋めることに抵抗があったが、繰り返していくと理解していける。 ２ 
 ・要領解説の空欄を埋めてきて、授業でも繰り返す点は？もっとまとめてほしい。 ２ 
 ・班内検討で改善点などを検討できた感覚が少なかった。途中の班変更も考えて ２ 
 ・班内の発表の際、周囲の発表と声が重なって聞き取りづらかった。 １ 
 ・班内発表などからの改善点を踏まえて、自分の計画等を変更できる時間があると深まる。 １ 
特別活動 
図２ 授業アンケート結果（特別活動） 




作成 29 17 ３   49 1.53 





作成 29 18 １ １  49 1.53 





作成 28 18 ３   49 1.51 




作成 25 18 ４ ２  49 1.35 





作成 23 21 ４ １  49 1.35 
発表 24 18 ５ １ １ 49 1.29 
クラブの所属決定
方法 
作成 19 23 ４ ２ １ 49 1.16 




作成 23 21 ４ １  49 1.35 
発表 19 22 ５ １ １ 48 1.19 
待機時の話 作成 19 21 ７ １  48 1.21 
 















 ・模擬授業や計画作成で、直接教師になっていかせるもので実践力が高まったと思う。 19 
 ・課題が、例や参考になるものが少なく、漠然としていて苦労した。わかりやすく説明して ６ 
 ・クラブや委員会の計画が難しかった。 ４ 
 ・避難訓練について学ぶ機会はなかったので、とても重要なことだと思った。 ３ 
 ・常に自分でどのようにしたらいいかと考え、とても身になる学修活動だった。 ２ 
 ・朝の会など詳しく課題が設定されていたので、今後教師としての見通しが立てられた。 ２ 
 ・はじめは２分の内容を作るのも難しかったが、今は４分でもたりないように感じるまでになった。 １ 
 ・実践力を高めるにはいいと思ったが、量が多かった。 １ 
 ・子どもへの話す力がついた。 １ 
 ・特別活動のそれぞれの活動の特色がわかるようになった。 １ 
総合的な学習の時間 
図３ 授業アンケート結果（総合的な学習の時間） 
実践的課題  ５ ４ ３ ２ １ 計 平均 




探究 28 16 ４ １  49 1.45 
発表 29 13 ５ １ １ 49 1.39 




作成 31 12 ５  １ 49 1.47 




作成 36 8 ４ １  49 1.61 
発表 27 14 ７  １ 49 1.35 
後半の単元計画 
作成 30 12 ４ ３  49 1.41 
発表 31 11 ３ ３ １ 49 1.39 
＜自由記述＞ 
 ・自分で考えて探究課題や単元計画などを作成したので、実践力がついた。 ９ 
 ・思考ツールなどの知識を多く知ることができて、実践につながると思う。活用したい。 ８ 
 ・プログラミングについて学べてよかった。 ７  
 ・プログラミングをもっと詳しく学びたかった。 ４ 
 ・課題で何をしなければならないか分かりにくかった。わかるように説明してほしい。 ４ 
 ・「探究課題」を自分で探究し、地域のことを改めて考えることができた。 ３ 
 ・詳しく課題が設定されていたので、今後教師としての見通しが立てられた。 ２ 



























































































































11 ９に同じ P103 第６章３節  
12 ９に同じ P77 第５章３節 
13 ９に同じ P114～ 第７章第３節 
14 文部科学省HP（最終閲覧日2021年９月14日 https:// 
www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/14164
08.htm） 
15 ９に同じ P82～ 第５章の第３節４ 
16 ロイロノート・スクール「シンキングツール（思考ツー
ル）を学ぶ」（最終閲覧日2021年９月14日（https://n.loilotv 
/ja/thinkingtool）などを参照した。 
17 国立教育政策研究所「学習評価の在り方ハンドブック 
小中学校編」2019年６月 P6-7 
18 田山雅博「『社会に開かれた教育課程』の実現を『総合的
な学習の時間』から」東京書籍第34回東書教育賞入賞論
文 平成30年度小学校最優秀賞（熊本市立日吉東小学校
教諭）2019年（最終閲覧日：2021年９月14日 https:// 
ten.tokyo-shoseki.co.jp/contest/tkyoiku/no34/tayama.pdf） 
 
 
